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メッセージラボ インテリジェンス： 2010年 1月 

「新年もスパム数は高レベルを維持、新しいターゲット型のゼロデイ攻撃を確認」 

 

「メッセージラボ インテリジェンス月次レポート： 2010年 1月号」では、2010年 1月期における脅

威の最新動向を盛り込み、ウイルスやスパムなど脅威コンテンツとの継続的な攻防について詳し

くお伝えいたします。 

 

 

レポートの主な内容 

 ̧ スパム ― 1月は 83.9% （前月比0.3%減） 

 ̧ ウイルス ― 1月は 326.9通あたり1通にマルウェア （前月比0.03%減） 

 ̧ フィッシング ― メール562.3通あたり1通でフィッシング攻撃 （前月比0.11%減） 

 ̧ 悪質なウェブサイト ― 1日あたり3,086件のウェブサイトをブロック （前月比32.1%増） 

 ̧ ブロックされた悪質ウェブサイトのうち1 月に新たに遮断されたものは全体の41.4%（前月比

0.6%増） 

 ̧ ブロックされたウェブベースのマルウェアのうち1月に新たに確認されたものは全体の12.1% 

（前月比 2.0%減）  

 ̧ ニューイヤー スパムは沈静化 

 ̧ ₒₓ↕∞╒⌂ ₰←√”  

 ̧ スパマーが「青い錠剤」につける値段の変化を追跡 

 ̧ 新しいゼロデイ脅威 

 ̧ 短命に終わった新しいボットネット：Lethic 

 

 

今月の分析  
 

Happy New Year! 

 
ホリデーシーズンもそろそろ終わりに近づき、バレンタインデーが間近に迫っています。この時期

の恒例として、2010 年のイベントに関連した大規模なスパム攻撃が始まっているようです。薬品

や、ファッション アクセサリー、時計、ジュエリーなどの新年特別セールのほか、ダイエット商品や、

出会い系、求人のスパム メッセージも出回っています。 

 

メッセージラボ インテリジェンスは、2009年 10 月末にはスパム活動が比較的小規模になってい

ることを確認しました。しかし12 月には、スパムは急激に増加し始め、年が明けると大量に出回

るようになりました。その後、スパム活動は現在にいたるまで高いレベルを維持しています。メッセ
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ージラボ インテリジェンスでは、2 月に入れば新年関連のスパムは沈静化するであろうと見てい

ます。新年ネタのスパムに見切りをつけたスパマーが、そろそろバレンタインデーなどの次のイベ

ントをテーマとした攻撃を開始する時期だからです。 

 

新年に便乗したスパムをボットネットごとに見てみると、40%が Grumから、12%が Cutwail から送

信されていることが分かります。つまり、この2 つのボットネットだけで全体の50%を占めている計

算になります。 

 

また、Festi ボットネットも活動を活発化しており、新年関連スパムの約6%に関与していました。ニ

ューイヤー スパムの約5%がRustockから、約3%がDonbotから送信されており、その他のボット

ネットが関与したスパムの割合は全体の1%未満となっています。 

 

新年関連スパムの1日あたりの送信数は、ピーク時にはスパム全体の7.7%を占め、2010年 1月

の平均で見ると約4.6%となっています。シマンテックでは、2009年には世界中で 1 日平均 1,070

億通のスパム メールが流通したと見ており、これをもとに計算すると、これまでのところニューイ

ヤー スパムの1日あたりの平均送信数は約50億通ということになります。 

 

新年関連のスパム メッセージのタイトルもしくは本文でよく目にするサブジェクトには、以下のよう

なものがあります。 

New Year Sales 

Resolve to Bed More Chicks in 2010?Get Free trial 

Julia 22y.o, new message for you 

Look BIGGER this coming new year with these free trial pills 

Decade in words 

Replica Watches 

Watches 

Exquisite Replica 

Start the New Year with a new Rolex or Gucci Product 

Begin the new year with a new Rolex or Cartier Product 

ROLEX, GUCCI, LOUIS VUITTON at Cheap Prices until New Years ONLY! 

RE:January 70% OFF on PFIZER 

Blowout Prices to start the New Year! 

 
 

無料ウェブメール スパムの動向 

 

インターネット上には無料のウェブメール サービスプロバイダーが多数存在するにもかかわらず、

フリー メールを使ったスパムのほとんどは3つの主要なプロバイダーから送信されています。 

 

周知のとおり、大多数のスパムがボットネットを発信源としており、2009年末時点で全体の 83.4%

を占めていました。それ以外のスパムについて見てみると、無料のウェブメール アカウントから送

信されていたのは、わずか10分の１以下です。これらのメール アカウントは誰でも無料で登録で

き、世界中のあらゆる場所からインターネット経由でアクセスすることが可能です。 
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図 1 
 

図 2のグラフは、2009年 11月から2010年 1月にかけてのウェブメール スパムの動向を示した

ものであり、平均するとスパム全体の約0.9%にウェブメールが関与していたことが分かります。

0.9%というと随分尐ないように思えますが、実際には1 日あたり約9 億通のスパム メールがウェ

ブメール アカウントから送信されていた計算になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 
 

さらに興味深いことには、ウェブメール スパムの79%以上が 3つの有名な無料ウェブメール サー

ビスを発信源としています（図1 を参照）。このようなサービスの悪用を防ごうと、プロバイダーは、

全力を尽くしていますが、地下経済には合法な上に便利なウェブメール アカウントを売買するた

めの成長市場が、今もなお存在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

図 3 
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多くの場合、サイバー犯罪者は一定額を支払って有効なアカウントを購入します。つまり、

CAPTCHAの解読（解読は自動処理が可能）を依頼しているのであり、図3 にあるように、8 ドル

を支払えば1,000個の CAPTCHAを解読してもらえる仕組みになっています。 

 

 

₰←∕╒ΌΉ ΅ ῌ‚–῾⁴ ” ₀  

 

スパムにはさまざまな薬品や薬剤に関連付けられたものが多く存在しますが、中でも一般的なの

は、男性の性的機能不全の治療薬の青い錠剤関連のメッセージです。この種のスパムには、ほ

とんどの場合、薬の価格と重量が示されています。そこでメッセージラボ インテリジェンスでは、こ

れらの情報を使い、100mgあたりの広告表示価格が昨年とくらべてどう変化したのか、さらには昨

年の金融危機がスパマーにどのような影響をおよぼしたのかという点に注目しました。 

 

図 4にあるように、スパム メッセージに表示される薬の価格は、2009年の初めに100 mgあたり

6ドルとピークに達した後、同年の6月から7月にかけて急激に下落し2～3ドルになっています。

このようなトレンドは、2009年いっぱい続き、最終的に1.60ドル前後で落ち着き、2010年に入っ

てからもこの価格で安定しています。 

 

この価格の変化が、そのままスパム経済の状況を表わしていると言うことはできないかもしれま

せんが、世界経済がこのまま順調に回復した場合、以前の高額な価格に戻るのかどうか気にな

るところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

図 4 
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ゼロデイ₿╒₩№⅍  

 

2009年 12月 15日、一般的なPDFビューワに新しいゼロデイ脆弱性が存在することが明らかに

なりました。この脆弱性はCVE- 2009- 4324と指定されましたが、メッセージラボ インテリジェンス

では、2009年 11月 20日にJS/Decoderとして確認された最初のバージョンの追跡を行っていま

した。JS/Decoder とは、特定の悪質なJavaScript エクスプロイトを利用していることが明らかな

攻撃に対してつけられる名前です。これらは、PDFファイルなどのオフィス文書内にJavaScriptエ

クスプロイトが存在するターゲット型攻撃でよく用いられます。 

 

この攻撃は、公共部門や教育部門、多数の大手国際企業、金融機関の要人をターゲットとしてお

り、JavaScriptを埋め込んだPDFファイルとして送りつけられました。特殊な暗号化技術を使って

ペイロードを隠ぺいしており、JavaScript の解読が非常に困難な点が特徴です。さらには、ターゲ

ットとなる個人や組織に応じたさまざまなソーシャル エンジニアリング攻撃の要素が含まれていま

した。 

 

メールのタイトルには、「Interview Request」や「Hotel booking confirm」といった企業向けの文言

から、「proposal-university of Science and Technology of […]」や「Reports on recent situation in 

the DPRK」などの国際的なテーマまで、さまざまなものが使われています。 
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図 5 は、最初に確認されたこの種のターゲット型攻撃の例です。2 つの添付ファイルのうちun-

ban- 2009.pdfの方はクリーンですが、un- specialrapporteru.pdfはゼロデイ脆弱性につけ込んで

攻撃をしかけます。クリーンなPDF 添付ファイルのコンテンツは国際連合の資料であり、信憑性

のあるものです。実際に国連が作成したもののようであり、ソーシャル エンジニアリング目的で添

付されているのだと思われます。そうすることで、メールが合法なものだと受信者に思い込ませよ

うとしているのです。 

 

しかし、もう一方の悪質なPDFを開くと、テキストはいっさいなく、空白のページだけが表示されま

す。図 6 は、PDFに埋め込まれた悪質なJavaScriptの一例です。注目すべきは、攻撃者がわざ

わざコードに英語のコメントまで追加している点です。しかし、このことは、JavaScript がテンプレ

ート ファイルからコピー&ペーストされただけであることを示しているとも言えます。 
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これらの攻撃では、以下のようなタイトルが使われています。 

Agenda 2010 

Currency Reform in the DPRK 

deliver shipt today top urgent top urgent # 3948404262 

Denavit- Hartenberg convention 

FW:reference 

Fwd:reference 

Hotel booking confirm 

IAEA Meeting Materials 

Interview Request 

Inviting you to the 2010 Korea Festival 

letter of hotel confirmation 

North Korea food shortage worsens :WFP Report 

proposal-university of Science and Technology of […] 

Prospect of […]`s NK vistiong 

RE:Reply 

Report 

Reports on recent situation in the DPRK 

Special interview 

World Economy Outlook 2010 ([…]) 
 

 

また、これまでに以下のようなPDFファイル名が確認されています。 

Denavit- Hartenberg convention.pdf 

economy outlook.pdf 

agenda 2010.pdf 

outline of interview.pdf 

HotelConfirm.pdf 

Invitation Proposal to 2010 Korea Festival.pdf 

Urgent_3948404262.pdf 

(Urgent) letter of Ambassador.pdf 

Letter of hotelconfirmation.pdf 
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price(discount).pdf 

Interview.pdf 

Report.pdf 

Visit Report.pdf 

Vist Report.pdf 

note_20091203.pdf 

note_20091210.pdf 

note200911.pdf 

article.pdf 

Currency.pdf 

proposal.pdf 

un- specialrapporteur- 2009.pdf 
 

シマンテックホステッドサービスでは、攻撃の開始前に当社のサービスを利用するユーザーの保

護に成功しています。最初の攻撃は脆弱性の存在が明らかになる25 日前に実行されましたが、

それはアプリケーション ベンダーによりパッチが公開される28日前のことでした。この種のターゲ

ット型マルウェア攻撃は、今後さらに巧妙化すると見られることから、この例は2010 年に発生す

る攻撃を予見する手厳しい警告であったと言えるかもしれません。 
 

 

新しいボットネット「Lethic」 
 

2009年 12月 31日、メッセージラボ インテリジェンスは新しいボットネット「Lethic」の追跡を開始

しました。年末の時点でこのボットネットは、スパム全体の2.5%に関与しており、2010年 1月 1日

にはそれが 4%弱にまで増加し、翌週もほぼ同じくらいのレベルを維持していました。1 月 8 日に

はピークの5.25%に達しましたが、続く2 日間でスパム数は減尐し、今ではまったく確認されなくな

りました。どうやら、現れたときと同じようにあっと言う間に消えてしまったようです。 

 

このボットネットからは、薬品（ユビキタスなCanadian Pharmacyスパム ウェブサイトにリンク）と、

レプリカ腕時計のスパムがほぼ半数ずつ送信されていました。スパム メール内でリンクが張られ

たウェブサイトのうち、薬品関連のものは北京でホスティングされていましたが、レプリカ腕時計関

連サイトのホスト先はすべてソウルでした。 

 

また、Bagleは、Lethic ボットネットとまったく同じスパムを同じ時間帯に送信していました。2 つの

ボットネットが使用している薬品関連と時計関連のスパムのテンプレートは非常によく似ており、

同じスパム ウェブサイトへのハイパーリンクが含まれていたことも分かっています。おそらくは、

Bagle を作成したのと同じ集団がこの新しいボットネットを作り、両方のボットネットを使ってクライ

アントのスパムを配信しているか、もしくはスパムの黒幕がアウトプット数を増やそうと複数のボッ

トネット作成者からリソースを借り入れたのだと推測されます。 
 

詳細に関しては, メッセージラボインテリジェンスブログをご参照ください。 

https://www - secure.symantec.com/connect/blogs/messagelabs- intelligence- tracks- new- botnet 

（英語サイト） 
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先ごろのハイチでの悲劇的な出来事を受け、予想どおりサイバー犯罪者集団は、すばやくこれに

便乗し、ハイチ大地震に関する419 詐欺を数多く作り出しました。世界中の人々がハイチの被災

者に対して心から同情し、人道的支援や救援を申し出ている一方で、一部のサイバー犯罪者たち

は、世界的悲劇が発生した場合の常として、これらの寄付活動を悪用する方法を模索しています。 

 

419 詐欺は、よく使われる手口であり、実行者達は人々をだまして金を支払わせようと注目度の

高い題材を常に探しています。ハイチ大地震のような危機的な出来事は、残念なことに、サイバ

ー犯罪者にとっては格好のターゲットなのです。彼らは人々の善意や、不安、人を助けたいという

思いにつけ込み攻撃をしかけ、詐欺メールの真の意図を見破られることがないようにと願ってい

ます。人助けをしたいという思いは、しばしば人の判断を狂わせるものなのです。 
 

詳細に関しては, メッセージラボインテリジェンスブログをご参照ください。 

https://www - secure.symantec.com/connect/blogs/419- style- scammers- seeking- exploit- appeal-

donations- support- victims- haitian- earthquake （英語サイト） 

 

 

世界的傾向とコンテンツ分析 
 

メッセージラボのHosted Email AntiSpamとHosted Email AntiVirusは、未知の悪意ある送信元を

発信源とし、正当な受信者に宛てて送信された迷惑メールを特定した上で、それらを遮断するた

めのサービスです。 

 

 

Skeptic™ Anti- Spam Protection： 2010年 1 月、世界全体のメール トラフィックに占めるスパム

の割合は 83.9% （メール1.2通に1通）で、前月比で0.3%減尐しました。 
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Six Month Avg.: Top 5 Geographies Top 5 Verticals By Horizontal

83.9%

2010

 
 

1 月期は、デンマークがスパム レベルを前月から0.6%下げましたが、それでもメール全体の

94.8%という高い数値を記録し、12月に引き続きスパム最多受信国となりました。米国、カナダ、英

国のスパム レベルも減尐し、それぞれ91.6%、89.7%、90.0%となっています。また、オランダ、オー

ストラリア、香港、日本のスパム レベルはそれぞれ92.4%、90.6%、92.1%、88.2%でした。 

 

 



  

   9 

1 月にもっともスパムの被害を受けた業種は、エンジニアリング部門で、スパム レートは95.1%で

した。教育部門のスパム レベルは、92.1%、化学/製薬部門は 91.0%、IT サービス部門は91.5%、

小売り部門は92.3%、公共部門は89.3%、金融部門は90.1%となっています。 

 

 

Skeptic™ Anti- Virus and Trojan Protection： 1月期、メール感染型ウイルスがメール トラフィック

全体に占める割合は326.9通に1通（0.31%）で、前月比で0.03%減尐しました。 

 

1 月期には、悪質ウェブサイトへのリンクが張られたメール感染型マルウェアが全体の 13.2%を占

め、2009年 12月から5.9%減尐しています。ポストカードを装ったメールは、悪意のあるリンクのう

ち62.0%を占めています。 

中国のウイルス活動は、121.4通に 1 通（前月比0.13%増）と、1 月のウイルス最多感染国となっ

ています。米国とカナダのウイルス レベルは、それぞれメール440.3通に 1通と383.1通に1通

となっています。ドイツのウイルス レベルは、メール271.6通に 1通、オランダは496.4通に1通、

オーストラリアは644.1通に1通、香港は331.9通に1通、日本は396.5通に1通となっています。 

 

1 月期は、公共部門で 109.7通に 1 通の割合で感染メールが検知されました。前月とくらべて

0.33%減尐したものの、ウイルス活動は、すべての職種の中でトップとなっています。化学/製薬部

門のウイルス レベルは230.9通に 1通、IT サービス部門は353.4通に 1通、小売部門は607.2

通に1通、教育部門は187.7通に1通、金融部門は391.5通に1通となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005 2006 2007 2008 2009 2010

China

Luxembourg

Switzerland

Taiwan

United Kingdom

1 in 121.4

1 in 145.9

1 in 174.9

1 in 178.6

1 in 206.7

Gov/Public Sector

Education
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#REF!

Accom/Catering

1 in 109.7

1 in 187.7

1 in 230.9

1 in 241.2

1 in 247.7
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251-500

501-1000

1001-1500

1501-2500

2501+

1 in 290.8

1 in 374.7

1 in 332.3

1 in 364.1

1 in 330.8

1 in 300.2

Virus Rate

January 2010

1 in 326.9
1 in 230.8

1 in 279.5

Last Month:

Six Month Avg.: Top 5 Geographies Top 5 Verticals By Horizontal

1 in

326.9
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フィッシング：1 月のフィッシング活動は、0.11%減尐し、メールの562.3通に 1 通（0.18%）に何らか

のフィッシング攻撃が含まれていました。ウイルスやトロイの木馬といったメール感染型の脅威全

体に占める割合で見ると、フィッシング メールの数は14.3%減尐して、1 月期に捕捉されたマルウ

ェア感染メールおよびフィッシング脅威全体の65.3%となっています。 

1 月にもっともフィッシングの被害が深刻だったのは、英国で、メールの253.6通に 1 通（前月比

0.18%減）にフィッシング攻撃が含まれていました。米国とカナダのフィッシング レベルは、それぞ

れメール1,558通に 1 通と811.5通に 1 通となっています。またドイツのフィッシング レベルは

1,351通に 1通、オランダは2,573通に 1通、オーストラリアは1,156通に1通、香港は1,663通

に1通、日本は1,888通に1通でした。 

 

フィッシング活動を業種別に見ると、公共部門では、メールの120.4通に 1 通にフィッシング攻撃

が含まれていました。前月から 0.93%減尐したものの、フィッシング活動はすべての業種の中でト

ップとなっています。化学/製薬部門のフィッシング レベルは832.4通に1通、ITサービス部門は

987.2 通に 1 通、小売部門は1,307通に 1 通、教育部門は256.0通に 1 通、金融部門は505.0

通に1通となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005 2006 2007 2008 2009 2010

United Kingdom

Brazil

China

Luxembourg

Oman

1 in 253.6

1 in 419.5

1 in 457.0

1 in 545.8

1 in 724.4

Gov/Public Sector

Education

Unknown

Accom/Catering

Non-Profit

1 in 120.4

1 in 256.0

1 in 362.8

1 in 435.1

1 in 443.8

1-250

251-500

501-1000

1001-1500

1501-2500

2501+

1 in 453.5

1 in 682.6

1 in 789.4

1 in 777.9

1 in 913.6

1 in 516.1

Phishing Rate

January 2010

1 in 562.3
1 in 342.3

1 in 386.5

Last Month:

Six Month Avg.: Top 5 Geographies Top 5 Verticals By Horizontal

1 in

562.3
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Skeptic™ Web Security Version 2.0： MessageLabs Hosted Web Security Serviceが法人顧客向

けに採用しているポリシーベースのフィルタリングで1月期にもっとも頻発したトリガーは「広告お

よびポップアップ（Advertisements & Popups）」であり、前月比0.41%減の 56.3%となりました。オン

ライン コンピューティング&インターネット サイトのブロック数は0.49%増え、すべてのカテゴリーで

最大の増加率を記録しました。 

 

メッセージラボ インテリジェンスでは、マルウェアやその他の問題のあるプログラム（スパイウェア

やアドウェアなど）をホストする新しいウェブサイトが1日に平均1,760件発見されていることを特

定しました。これは、前月比56.2%の減尐となります。1月に新たにブロックされた悪質ドメインは

全体の 41.4%（前月比0.6%増）となっています。また、1月に新たにブロックされたウェブベースの

マルウェアは全体の12.1%（前月比2.0%減）となっています。 

 

下のグラフは、1月に新たにブロックされたスパイウェア サイトとアドウェア サイトの1日あたりの

平均数の増加具合を、ウェブベースのマルウェア サイトと比較したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Web Security Services (Version 2.0) Activity:

Policy-Based Filtering Web Viruses and Tr smargorPdetnawnUyllaitnetoPsnajo

January 2010

New Unclassified Virus 23.3%

Hoax.HTML.FakeAntivirus.a 8.1%

Trojan-Clicker.JS.Iframe.db 5.5%

Trojan-Downloader.JS.Gumblar.x 4.5%

Trojan.Malscript.B 3.3%

Trojan.Malscript!html 2.9%

New Unclassified Trojan 2.8%

Bloodhound.DirActCOM 2.8%

Downloader 1.5%

Trojan-Downloader.JS.Agent.ewh 1.5%

PUP:NetTool.Win32.Proxy.g 39.3%

PUP:WebToolbar.Win32.MyWebSear... 34.4%

PUP:WebToolbar.Win32.Zango.dk 6.2%

PUP:AdWare.Win32.HotBar.da 3.1%

PUP:AdWare.Win32.Zwangi.fs 2.6%

PUP:WebToolbar.Win32.Sahat.b 1.7%

PUP:AdWare.Win32.GamezTar.b 1.3%

PUP:AdWare.Win32.Shopper.l 0.9%

PUP:AdWare.Win32.Shopper.ax 0.8%

PUP:Server-FTP.Win32.SFH.cr 0.7%

Advertisements & Popups 55.9%

Streaming Media 10.0%

Downloads 4.2%

Games 3.7%

Chat 3.6%

Blogs & Forums 2.6%

Computing & Internet 2.5%

Personals & Dating 2.0%

Adult/Sexually Explicit 2.0%

Web-based E-mail 1.9%

Web Security Services (Version 2.0) Activity:

New Malware Sites per Day

New sites with spyware

New sites with web viruses

Total

282/day

1,478/day

1,760/day

January 2010

New sites with spyware

New sites with
web virusesb i
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トラフィック マネジメント 

 

トラフィック マネジメント機能のプロトコル レベルでの処理により、メッセージの総数は、減尐を続

けています。問題のある送信元が特定されると、TCPプロトコルに組み込まれた機能によって、そ

のメール サーバーへの接続がスローダウンします。これによって既知のスパムの受信数が大幅

に減尐し、一方で正規のメールが優先的に受信されるようになります。 

 

1 月にメッセージラボのサービスが処理したSMTP接続の数は、1 日あたり平均106億にのぼり、

トラフィック マネジメントの結果、そのうち61.7%が明らかに悪質もしくは問題のあるトラフィックと判

断され、遮断されました。その後、残りの接続については、メッセージラボのコネクション マネジメ

ント機能とSkeptic™によって処理されました。 

 
 

コネクション マネジメント機能 

コネクション マネジメント機能は、ディレクトリ ハーベスト攻撃や、総当たり攻撃、メールDoS攻撃

など、問題のある送信者が大量のメッセージを送信して組織に強引にスパムを浸入させたり、ビ

ジネス上のコミュニケーションを混乱させたりする攻撃を阻止する上で特に有効です。コネクション 

マネジメント機能はSMTPレベルで働き、「SMTP認証」技術を使って、メールサーバーへの接続

が正規のものであるかどうかの認証を行います。送信元がオープン プロキシまたはボットネットで

あることが明らかな、既知のスパムやウイルス発信元から送信される迷惑メールを識別し、それ

らの接続を拒絶することが可能です。1 月には、平均して56.4%の受信メッセージがボットネットな

ど既知の悪意ある発信源から送られたものとして捕捉され、その結果、拒絶されました。 

 
 

ユーザー マネジメント機能 

ユーザ マネジメント機能では、「Registered User Address Validation（登録ユーザ アドレス検証）」

技術を使い、受信側のアドレスが無効または存在しないと特定された場合は接続を破棄して、登

録ドメインのメールの総数を減らします。1 月には平均して6.4%の受信メッセージが無効と特定さ

れました。これらはドメインのディレクトリ攻撃を目論んだものでしたが、結果的に失敗に終わって

います。 

 

 

 

 

Malware

and Spam

Quarantined

Good Mail

Delivered

to clients

Known

Bad Messages

Dropped

Dropped at
stage

Traffic management

Connection management

User management

Skeptic Anti-virus

Skeptic Anti-spam

Clean mail delivered

61.7%

56.4%

6.4%

0.3%

41.1%
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シマンテックについて 

シマンテックは、今日の情報主導の社会（information- driven world）において、企業および個人の情報

の保護と管理を実現するためのセキュリティ、ストレージ、システム管理のソリューションを提供する世

界的なリーダーです。シマンテックが提供するソフトウェアとサービスは、あらゆる箇所で発生するリス

クから、情報を包括的かつ効果的に保護し、情報が使用/保存されている場所を問わずに確実に保全

します。詳細は www.symantec.com/jp をご覧ください。 
 

*   Symantec 社の名称、ロゴは、米国 Symantec Corporation の米国内およびその他の国における登録商標または商標です。 

*  その他製品名などはそれぞれ各社の登録商標または商標です。 

 

 

メッセージラボについて 

メッセージラボは、中小企業からフォーチュン500社まで、世界99か国以上の国々で 21,000社以上

のクライアントを擁し、メッセージングとWebを対象に統合セキュリティ サービスをご提供するリーディ

ング プロバイダです。メールやWebによるコミュニケーションの保護から管理、暗号化にわたる幅広い

管理セキュリティ サービスをご提供しています。詳しくは、メッセージラボのWebサイトでご覧いただけ

ます。 http://www.messagelabs.co.jp/  

 

 

 


